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一 般 質 問 一 般 質 問
の
責
務
と
し
て
定
め
た
﹁
反

射
板
の
装
着
﹂
が
あ
る
の
で
、

街
頭
活
動
で
の
啓
発
品
と
し

て
配
布
し
、
交
通
事
故
の
抑

制
効
果
を
検
証
す
る
な
ど
し

て
、
市
と
し
て
の
独
自
性
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
か
検
討

す
る
。

公
共
交
通
空
白
地
域
へ

の
対
応
を

市
内
循
環
バ
ス
の
基
礎

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
1
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
路

線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
地
域

は
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
早
急
な

対
応
が
必
要
。
進
捗
状
況
は
。

一
定
規
模
の
乗
客
が
見

込
め
る
エ
リ
ア
は
、
民
間
バ

ス
路
線
の
参
入
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
市
全
体
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
方
法
を
検

討
し
、
公
共
交
通
と
し
て
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

東
部
地
域
に
民
間
バ
ス

路
線
の
新
設
を

東
部
地
域
へ
の
民
間
バ

ス
路
線
の
新
設
要
望
の
考
え

は
。

現
在
、
民
間
の
交
通
事

業
者
に
対
す
る
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

民
間
の
循
環
型
バ
ス
路

線
か
ら
交
通
結
節
点
で
あ
る

﹁
駅
﹂
を
拠
点
と
し
て
の
ル
ー

ト
を
見
直
す
考
え
は
。

既
存
の
交
通
網
を
生
か

し
な
が
ら
も
、
一
定
の
採
算

性
が
見
込
ま
れ
れ
ば
新
路
線

の
開
拓
も
あ
る
か
と
思
う
。

交
通
量
増
加
に
伴
い

　

安
全
対
策
を

環
境
セ
ン
タ
ー
の
余
熱

利
用
施
設
﹁
エ
コ
パ
﹂
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
、
交
通
量
の
増

加
・
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を
。

毎
朝
、
正
門
や
横
断
歩

道
等
で
指
導
を
行
い
、
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。
今
後

交
通
量
が
増
え
る
こ
と
を

考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

交
通
安
全
指
導
を
し
て
い

く
。三

芳
町
境
の
西
原
住
宅

交
差
点
の
安
全
対
策

三
芳
町
と
協
議
し
、
交

差
点
の
改
良
が
で
き
な
い
か
。

信
号
機
を
両
面
信
号
機

に
変
え
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
し
た
。
三
芳
町
で
は
、

待
機
所
や
歩
道
拡
幅
計
画
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
再
度

協
議
を
行
い
た
い
。

三
芳
町
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
大
型
車
導

入
は
反
対
す
べ
き
で
は
。

具
体
的
な
計
画
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
賛
成
・

反
対
は
で
き
な
い
。

東
武
東
上
線
の
高
架

　

ま
た
は
地
下
化
を

東
武
東
上
線
を
高
架
ま

た
は
地
下
化
に
し
、
踏
切
そ

の
も
の
を
な
く
す
連
続
立
体

交
差
化
の
考
え
は
。

円
滑
な
交
通
や
安
全
対

策
に
大
き
な
効
果
は
あ
る

が
、
大
事
業
で
あ
り
、
県
や

鉄
道
会
社
等
と
共
同
し
て
事

業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
、
東
武
東
上
線
改

善
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
る
。

公
民
館
・
分
館
の
　
　

存
続
を

分
館
に
は
、
教
育
機
関

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る

の
で
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

す
る
分
館
事
業
の
充
実
を
す

べ
き
だ
。

公
共
施
設
適
正
配
置
計

画
で
は
、
平
成
29
年
度
ま
で

に
分
館
機
能
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
分

館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理

し
た
上
で
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
き
、
検
討
す
る
。

桜
ケ
丘
地
域
の

　
　
　

雨
水
浸
水
対
策

桜
ケ
丘
地
域
の
雨
水
浸

水
対
策
の
解
決
に
は
、
雨
水

線
管か

ん
き
ょ渠

の
計
画
変
更
が
必
要

で
は
。河

川
・
下
水
道
事
業
調

整
協
議
会
で
県
と
一
緒
に
検

討
し
て
い
く
。

水
宮
地
域
な
ど
の
　
　

浸
水
対
策
を

水
宮
地
域
な
ど
の
浸
水

対
策
で
、
本
格
的
な
ポ
ン
プ

や
遊
水
池
確
保
の
具
体
化
は
。

県
な
ど
で
構
成
す
る
河

川
・
下
水
道
事
業
調
整
協
議

会
で
、
な
る
べ
く
早
く
方
向

性
を
出
し
た
い
。

木
造
住
宅
密
集
地
域
の

火
災
延
焼
防
止
対
策

木
造
住
宅
密
集
地
域
の

火
災
延
焼
防
止
対
策
を
。

木
造
非
木
造
分
布
図
・

不
燃
領
域
図
・
消
防
水
利
図

が
10
月
末
ご
ろ
ま
で
に
完
成

す
る
予
定
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

　

設
置
補
助

地
震
時
の
電
気
関
係
防

火
に
有
効
な
﹁
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
﹂
に
設
置
補
助
を
。

課
題
が
あ
り
補
助
実
施

の
予
定
は
な
い
が
、
市
報
の
防

災
特
集
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

器
具
に
つ
い
て
啓
発
し
た
い
。

消
防
団
の
活
動
支
援
を

消
防
団
等
充
実
強
化
法

で
は
、
市
に
対
し
、
市
職
員

の
消
防
団
活
動
へ
の
柔
軟
か

つ
弾
力
的
な
対
応
を
求
め
て

い
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

市
の
規
則
改
正
に
よ

り
、
消
防
団
活
動
が
市
職
員

の
職
務
専
念
義
務
の
例
外
と

な
っ
た
。

国
は
消
防
団
へ
の
地
方

公
務
員
の
加
入
を
促
進
し
て

い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

大
規
模
災
害
時
、
市
職

員
は
市
の
非
常
時
体
制
の
一

員
と
も
な
る
。
加
入
促
進
を

進
め
る
と
同
時
に
、
非
常
時

に
お
け
る
取
り
扱
い
を
検
討

し
て
い
く
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
と

装
備
の
充
実

消
防
団
支
援
の
た
め
の

消
防
団
員
の
報
酬
等
見
直
し

や
、
装
備
の
充
実
・
改
善
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

今
後
も
消
防
団
員
の
処

遇
が
活
動
に
適
正
な
も
の
か

検
討
し
て
、
改
善
に
引
き
続

き
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
装

備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

対
応
し
て
い
く
。

火
災
警
報
器
で
安
全
・

安
心
を

単
身
高
齢
者
な
ど
と
隣

近
所
に
、
無
線
連
動
機
能
を

持
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
、
共
助
へ
生
か
せ

な
い
か
。

近
隣
で
の
合
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
有
効
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

空
き
家
と
近
隣
住
宅
を

無
線
で
連
動
さ
せ
、
空
き
家

を
管
理
し
て
は
。

管
理
不
全
の
空
き
家

は
、
近
隣
住
民
と
の
相
隣
関

係
か
ら
も
難
し
い
状
況
に
あ

る
と
考
え
る
。

活
発
な
市
民
活
動

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
が
増
え
、
活

動
が
活
性
化
し
て
い
る
。
評

価
は
。利

用
団
体
が
１
３
０
団

体
に
増
加
し
て
お
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相

談
、
情
報
提
供
や
団
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
民
活
動
団
体
の
自
主
性
を

尊
重
し
つ
つ
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

発
掘
・
育
成
か
ら

　
　

そ
の
先
を
目
指
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の

発
掘
・
育
成
だ
け
で
は
な
く
、

活
躍
面
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
。

本
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
知
恵
や
経
験
を
発
揮

で
き
る
方
々
が
い
る
。
市
民

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
研
究
し
た

い
。市

民
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て

未
来
政
策
会
議
が
旧
福

岡
高
校
の
利
用
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
３
月
に
提
言
を

ま
と
め
た
。
こ
の
成
果
を
今

後
の
施
策
に
い
か
に
生
か
す

の
か
。地

域
課
題
に
つ
い
て
考

え
、
解
決
策
を
見
出
し
て
実

行
す
る
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
こ
の
未
来
政
策
会
議
に
か

か
わ
る
市
民
の
輪
を
広
げ
、

連
携
を
推
進
す
る
。

自
主
防
災
組
織
の
　

充
実
強
化

自
主
防
災
組
織
の
実
践

的
な
充
実
強
化
を
。

女
性
の
参
画
や
防
災
資

機
材
等
へ
の
補
助
を
行
い
、

企
業
・
団
体
を
取
り
込
ん
だ

組
織
の
育
成
を
地
域
防
災
計

画
に
反
映
し
た
い
。

　
市
民
と
行
政
の
協
働
推
進
を 

　
　

…
危
機
管
理

西原住宅前の交差点

消防団の大会 エコパから見る「さぎの森小学校」

　
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち 

　
…
福
祉

介
護
保
険
制
度
の

　

見
直
し
へ
の
対
策

介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
で
、
要
支
援
者
向
け
の
通

所
介
護
・
訪
問
介
護
が
市
の

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
活
用
と
﹁
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂
を
構

築
し
て
、
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
が
自
分
ら
し

く
暮
ら
す
た
め
に

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
自
ら
作


